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車教 授は韓国 におけ る刑 事法学者 として第一 人者で あ り,司 法試験委 員で
あ るとともに同国の刑法 改正委員 と して重要 な役 割を演ず るとともに,韓 国
死刑廃 止協議会 の理 事をつ とめ るなど幅ひ ろい活 躍で知 られ る。
同教 授はア メ リカで修士 ・博士号を取得 され,数 度 にわた りア メ リカ各地
の大学で客員教 授 と して滞在 されてお り,同 教授 が来 日され た直前 の一年間
(1990年)はカ リフ ォル ニア大学で交換教授 と して滞在 されていた。
同教 授が とくにペ ンシルバ ニア大学で修士号を取 得 され るにっ いて は世 界
的 に著名な犯 罪学者Wolfgange教授 の指導 を うけ られ,犯 罪社会 学 の分野 に
お いて も最 先端 の関心 をもちつづけ られてい る。 その教 授を招請す るこ とは
私 と して も長年 の交友 との関係 もあ り念願 と して いた ところであ る。
今回の招請期 間中はその講義の一 部を刑事訴訟法 に も当て られ たが,私 の
関心あ る犯罪学 の分野 にお いては別 に報告 して い る通 り,莫 大な論 文 を もと
に2回 に分 けて長時間の講義 を拝聴す ることがで きた。 あ まりに も大部 に至
るため報告書 においてはその一部 の要 旨のみを収録す るに とどめ ざるを得 な
か ったが機 会をみて改 めて全体像 を報告す る計画 もあ る。
同教授が来 日されて,わ れわれに大 きな教示 を与 えて くれ たのは韓国,日
本お よびア メ リカとい う三 カ国の犯 罪現 象につ いて基礎的 な実録 を詳細 に分
析 し,さ らに,そ れに もとついて犯 罪社会学 の,と くにア メ リカにおけ る最
新 の仮説 をたんねんに追跡 しなが ら結論 を導 くとい う手法 を示 され た ことに
あ る。 その仮説 は生物学的,精 神 ・心理学的,社 会学的,多 方面 にわた る も
ので あるが,と くに社会学的仮説 にっ いて 同教授は 副次文化理論 を もちだ し,
そ の解明 にせ ま ろうとした。 しか し同仮説 はア メ リカの現代社会 を背景 と し
て生 まれ た もので あ って,必 ず しもわが国や韓国 とい う,い わば単一民族 の
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生活 にお ける犯 罪現象 とあて はまる もので はないこ とも十分 に理解 されて の
論議であ った。
教 授は各種 の犯 罪を通 じて の予防 ・処置対策 に言及 し独 自の見解 を開陳 さ
れた。 私見では必ず しも説得力 あるもの とは考 えられ ない面 もあるが ,日 本
お よび韓 国におけ る社会的背景 と くに民族意識の背景 の相違 か ら くる ものと
受け とめ られ る。 しか し,単 にその よ うな 範疇 で是否を結論 づけて しま うの
ではな く,い わば人類 共通 の課題 と しての犯罪問題 にっ いて,人 間社会のあ
り方 を前提 と し,あ るべ き 方 策 とは 何かにっ いて,ま さに国際的共同研 究
の必要性が痛感 させ られ た といえる。
これ を機 に,わ が国 にお ける犯 罪学研究 の成果 を もとに諸 国 との さらなる
比較研究 の必 要性がい っそ う求 め られ る。 その一 つ の契機 を与 えて くれた も
の として今 回の本 学に おける講義を評 価 し位置づ けたいと考 えてい る。
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